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令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
17
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
19
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
定
。

町
長
か
ら
は
条
例
１
件
、
予
算
５
件
、
決
算
２
件
、
報
告

１
件
、
人
事
２
件
、
そ
の
他
４
件
、
議
員
か
ら
意
見
案
１
件
、

そ
の
他
３
件
が
提
出
さ
れ
、
伊
藤
議
員
、
早
川
議
員
の
２
氏

が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
の
説
明
の
あ
と
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
18
日
に
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決

算
書
等
の
審
査
を
行
い
認
定
さ
れ
、
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た

議
案
を
全
て
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
た
。
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・
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
等

の
利
用
に
関
す
る
意
向
の
確
認
を
任

命
権
者
に
義
務
付
け

○
財
産
の
取
得
価
格
の
変
更

　

医
療
法
人
社
団
オ
ロ
ロ
ン
会
が
整

備
す
る
診
療
所
及
び
医
師
住
宅
等
の

取
得
価
格
の
減
額
変
更

変
更
後　
２
億
３
３
１
１
万
９
千
円

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

　

江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食
組

合
の
解
散
に
伴
う
規
約
の
変
更

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
と

委
員
の
選
任

委
員
長　
　
　
伊
藤　
ま
ち
子

　
副
委
員
長　
　
早
川　
日
出
利

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
　
　
星
野　
亜
季　
氏
（
49
歳
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意

　
　
　
加
藤　
孝
幸　
氏
（
63
歳
）

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損
失

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損
失

補
償
金
等
の
補
正
予
算
を
可
決
！

補
償
金
等
の
補
正
予
算
を
可
決
！

No.141

○ 一般会計補正予算（第７号）
追加　　　　　６９３４万６千円
総額　　　　５６億７２万４千円

○国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
追加　　　　　　　　　２１万円
総額　　　４億９０６２万７千円

○介護保険特別会計補正予算（第２号）
追加　　　　　１５７４万７千円
総額　　　４億６１６９万３千円

○下水道事業会計補正予算（第２号）
追加　　　　　　３３６万１千円
総額　　　２億４９８１万７千円

○風力発電事業会計補正予算（第１号）
追加　　　　　１７８５万５千円
総額　　　１億１５８１万６千円

（主な補正）

　・低所得者支援及び定額減税補足給付金　　
　　　　　　　　　　　　　　　１０００万円　追加
　・生きがいデイサービスセンター指定管理料　
　　　　　　　　　　　　　　　４８０万円　増額
　・苫前厚生クリニック経営損失補償金　　　
　　　　　　　　　　　　６２８５万２千円　追加

（
主
な
議
案
）

○
令
和
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率　
９・１
％　

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

・
１
日
２
時
間
の
範
囲
内
（
任
意
の

時
間
で
請
求
可
）
又
は
１
年
に
つ
き

１０
日
の
範
囲
内
の
い
ず
れ
か
を
選
択

 

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

９
月
17
日
～
18
日

発行日　令和７年 10 月 28 日



一般
質問

冬期間の防災対策は十分か
ヒグマとの共存の講習会を

冬
期
間
に
お
け
る
防
災
に
つ
い
て

・
冬
期
間
に
お
け
る
避
難
場
所
の
毛

布
等
の
防
寒
用
品
備
蓄
の
数
量

・
集
落
の
会
館
で
は
発
電
機
の
備
え

も
な
く
温
風
式
電
気
暖
房
器
具
と
思

わ
れ
る
が
移
動
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
は
。

・
積
雪
時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保

は
。

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

暖
房
器
具
の
配
置
、
ま
た
は
非
常
用

発
電
機
を
整
備
し
、
防
寒
用
品
を
含

め
、
拡
充
を
図
る
。

　

特
に
冬
の
災
害
時
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
断
絶
に
備
え
て
、
食
料
、
飲

料
水
、
防
寒
着
な
ど
の
非
常
用
物
資

の
ほ
か
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
ま
た
湯
た
ん
ぽ
な

ど
の
保
温
器
具
や
電
気
が
な
く
て
も

使
え
る
暖
房
器
具
な
ど
、
自
助
の
精

神
の
も
と
、
各
自
の
備
え
も
周
知
す

る
。

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

・
冬
期
間
の
避
難
場
所
の
防
寒
用
品

は
、
災
害
用
毛
布
が
３
５
３
枚
、
レ

ス
キ
ュ
ー
シ
ー
ト
４
３
０
枚
、
床
か

ら
の
冷
気
を
防
ぐ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

を
１
１
８
台
備
蓄
し
て
い
る
。

・
暖
房
器
具
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー

ブ
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
備

蓄
し
て
い
る
が
、
十
分
な
数
は
な
い
。

・
積
雪
時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保

は
、
き
め
細
か
な
除
排
雪
を
心
が
け

て
い
る
が
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
通
行
不
可
能
に
な
る
場
合
が
想

定
さ
れ
る
。

　

避
難
所
数
や
避
難
人
数
を
考
慮
す

る
と
十
分
な
防
寒
対
策
と
は
い
え
ず
、

各
地
区
の
会
館
の
暖
房
設
備
の
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
電
気
を
使
わ
な
い

防災品等の拡充を図る
講習会や情報提供の場を設置

害
獣
被
害
（
ヒ
グ
マ
）
の
対
策
に

つ
い
て

　
町
内
に
お
い
て
も
、
人
慣
れ
し
た

と
思
わ
れ
る
ク
マ
に
よ
る
被
害
や
目

撃
情
報
が
多
く
、
重
大
事
故
の
前
兆

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
ク
マ

と
の
共
存
を
考
え
て
生
活
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
方
に
検
証
と
住
民
向
け
講

習
会
を
開
催
し
、
ク
マ
に
出
会
わ
な

い
た
め
の
注
意
、
万
が
一
遭
遇
し
た

場
合
の
適
切
な
対
処
の
学
習
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

物
多
様
性
の
保
全
も
図
っ
て
い
く
一

方
、
人
身
事
故
は
も
と
よ
り
農
作
物

等
へ
の
被
害
の
防
止
も
含
め
、
地
域

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
人
里
へ
侵
入
し
た
ヒ
グ
マ
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
駆
除
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
で
は
、
各
振
興
局
に
「
地

域
連
絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
組
織
を
活
用
し
な

が
ら
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
方
か

ら
、
ヒ
グ
マ
の
生
態
や
遭
遇
し
た
際

の
対
応
や
ク
マ
の
生
態
な
ど
学
習
の

た
め
の
講
習
会
や
情
報
提
供
の
場
の

設
置
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
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福
士　
町
長

答　
弁

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

町
と
し
て
も
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
ヒ

グ
マ
の
行
動
特
定
か
ら
の
被
害
防
止

や
箱
わ
な
設
置
に
よ
る
ヒ
グ
マ
を
駆

除
す
る
た
め
の
対
応
な
ど
を
と
っ
て

い
る
。
現
在
２
基
あ
る
箱
わ
な
を
１

基
増
設
し
、
３
基
体
制
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
住

民
の
皆
様
に
お
け
る
、
ヒ
グ
マ
に
近

づ
か
な
い
、
ヒ
グ
マ
を
寄
せ
付
け
な

い
対
応
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
り
、

か
つ
重
要
で
あ
り
、周
知
を
は
か
る
。　

ヒ
グ
マ
と
の
共
存
に
つ
い
て
は
、
生

箱罠設置箱罠設置人里に現れた熊人里に現れた熊

町の備蓄品庫町の備蓄品庫
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一般
質問

これからの農業の展開を
どう考える

持
続
可
能
な
農
業
の
切
り
札
と
な

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
今
後
の
普
及
と

展
開
は
。

　

意
欲
的
な
農
業
者
の
育
成
促
進
の

た
め
の
方
策
は
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
面
積
も
許
容
範

囲
を
超
え
つ
つ
あ
り
、
年
々
土
地
の

流
動
化
が
進
み
、
今
後
耕
作
放
棄
地

と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
農
業

者
と
し
て
の
人
材
確
保
が
望
ま
れ
る

中
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
規
就

農
者
を
目
的
に
移
住
で
き
る
体
制
作

り
は
。

　

現
在
の
経
営
体
の
中
で
新
規
就
農

者
を
受
け
入
れ
出
来
る
か
調
査
し
、

可
能
な
経
営
体
に
受
け
入
れ
す
る
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

早
川　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
今
後
に
お
け
る
農
業
振

興
の
た
め
必
須
の
政
策
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
。
各
種
ス
マ
ー

ト
農
機
の
性
能
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
技
術
開
発
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
農
業
の
活
用
が
新
た
に
可
能
と

な
っ
た
作
業
や
、
す
で
に
導
入
済
み

で
あ
る
方
の
高
性
能
農
機
へ
の
切
り

替
え
や
新
規
で
の
導
入
希
望
な
ど
多

く
の
要
望
が
あ
り
、
今
後
は
、
苫
前

町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
協
議
会
や
JA
る
も
い

苫
前
基
幹
支
所
を
は
じ
め
関
係
機
関

が
協
議
の
う
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

第
二
弾
の
推
進
を
図
る
べ
く
道
や
国

に
対
し
て
補
助
事
業
の
活
用
の
要
望

を
行
う
。

　

持
続
可
能
な
農
業
を
続
け
ら
れ
る

為
に
も
農
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
形

態
に
合
わ
せ
た
機
械
導
入
や
施
設
整

備
、
さ
ら
に
は
、
農
産
物
の
新
た
な

商
品
化
な
ど
６
次
産
業
の
取
り
組
み

に
支
援
し
て
い
る
。
一
次
産
業
の
み

な
ら
ず
、
観
光
や
町
お
こ
し
な
ど
多

面
的
な
活
躍
を
し
て
い
る
若
手
生
産

者
と
の
意
見
交
換
な
ど
世
代
に
か
か

わ
ら
ず
意
欲
的
な
農
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
の
積
極
的

第二弾スマート農業の推進

条
件
不
利
地
か
ら
耕
作
放
棄
地
が

発
生
し
て
い
く
の
で
は
と
い
う
懸
念

は
抱
い
て
い
る
。
農
業
者
と
し
て
の

人
材
確
保
と
新
規
就
農
の
対
応
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
は
、
他
市
町
村
で
の
運

用
実
績
も
あ
り
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。
農
業
分
野
に

お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
確
保

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
研
修
の
受

入
先
の
確
保
や
住
宅
の
確
保
な
ど
、

新
た
な
就
農
者
を
迎
え
入
れ
る
体
制

づ
く
り
な
ど
、
就
農
希
望
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
を
担
う
機
関
の
あ
ら
た

な
設
置
を
考
え
て
い
る
。

新
た
な
受
入
体
制
の
構
築
の
た
め

経
営
体
に
お
け
る
新
規
就
農
者
の
受

入
に
対
す
る
調
査
は
有
意
義
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
も
協

議
を
し
て
進
め
て
い
く
。

　

農
業
は
苫
前
町
に
お
い
て
重
要
な

基
幹
産
業
で
あ
り
、
安
定
し
な
け
れ

ば
他
の
産
業
や
地
域
住
民
に
対
し
て

の
影
響
も
非
常
に
大
き
い
も
の
と
認

識
を
し
て
い
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
国
の
農
業
政
策
の
中
で
、
苫
前

町
の
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
は
課
題

を
克
服
す
べ
く
、
道
や
国
に
対
し
て

の
要
望
活
動
を
含
め
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

な
活
用
や
様
々
な
町
単
独
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

無人トラクター無人トラクター

GPSによる田植え作業GPSによる田植え作業

ドローンによる農薬散布ドローンによる農薬散布
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決 算 審 査 特 別 委 員 会
議選の村本監査委員を除く７名 委員長　　伊藤 まち子

副委員長　早川 日出利
答　
宮
前
こ
ど
も
教
育
課
長

　
現
年
分
は
７
件
で
50
か
月
分
、
滞
納
分

は
５
件
で
42
か
月
で
あ
る
。

　
徴
収
方
法
は
電
話
で
の
督
促
、
文
書
で

の
催
告
や
連
帯
保
証
人
へ
も
連
絡
し
て
い

る
。
最
悪
の
場
合
、
弁
護
士
事
務
所
か
ら

の
債
権
回
収
も
考
え
て
い
る
。

答　
宮
野
建
設
課
長

　
町
営
住
宅
使
用
料
の
未
収
入
金
は
２
名

で
22
か
月
分
で
あ
り
、
町
営
住
宅
駐
車
場

使
用
料
の
未
収
入
金
は
２
名
で
23
か
月
分

で
あ
る
。　

質　
田
沢
委
員

　

町
営
住
宅
使
用
料
と
若
者
交
流
セ
ン

タ
ー
使
用
料
の
未
収
入
金
の
人
数
と
月
数

は
。

　
徴
収
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

質　
早
川
委
員

　
町
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
が
現
年
度

未
納
額
の
増
加
に
よ
り
、
滞
納
繰
越
と
の

合
計
額
の
増
加
の
内
容
と
他
対
策
は
。

答　
島
田
住
民
生
活
課
長

　
町
民
税
の
滞
納
者
は
６
名
・
特
別
徴
収

事
業
者
２
社
が
増
加
し
た
が
、
令
和
７
年

度
に
入
り
１
社
は
完
納
に
な
り
、
他
は
分

納
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は
滞
納
者
が
４
名
増

え
た
が
、
２
名
は
令
和
７
年
度
に
完
納
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
電
話
・
納
税
相
談
・

戸
別
訪
問
を
行
い
、
滞
納
者
の
実
態
調
査

を
実
施
。

委員会レポート

 

所
管
事
務
調
査９

月
１
日

○
苫
前
小
学
校
の
概
要

○
消
防
古
丹
別
支
署
建
設
現
場

○
な
な
か
ま
ど
の
館
修
繕
箇
所

○
町
道
東
川
川
南
線
災
害
箇
所

○
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
棟
別
棟
建

設
場
所

○
緑
ケ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
改
修
箇
所

○
JA
大
豆
倉
庫
建
設
予
定
地

○
西
古
丹
別
揚
水
機
場

○
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
覧

○
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
修
繕
箇
所

○
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
修
繕
箇
所

○
未
来
港
公
園
修
繕
箇
所

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会

９
月
２
日

○
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
料
の
増
額　

　

利
用
人
数
減
少
、
人
件
費
、
物
価

高
騰
に
よ
る
も
の
。

補
正
額　
　
　
　
　

  　
４
８
０
万
円

○
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
修
繕

　

ポ
ン
プ
１
台
が
故
障
し
、
苫
前
地

区
の
下
水
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
か
ら
早
急
な
修
繕
を
行
う
。

部活輸送のスクールバス部活輸送のスクールバス

質　
早
川
委
員

　

部
活
動
生
徒
輸
送
業
務
委
託
料
・
対
象

生
徒
12
名
の
内
容
は
。

答　
宮
前
こ
ど
も
教
育
課
長

　

週
４
日
間
と
休
日
の
部
活
の
輸
送
で
、

委
託
料
は
陸
運
局
の
査
定
に
よ
る
も
の
。

今
後
生
徒
の
減
少
に
伴
い
委
託
料
の
内
容

等
を
再
度
検
討
し
少
し
で
も
圧
縮
し
た
い
。

〔
一
般
会
計
決
算
〕
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○
古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・
多

機
能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業

　

本
町
と
る
も
い
農
業
協
同
組
合

は｢

古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・

多
機
能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

関
す
る
連
携
協
定｣
を
締
結
し
た
。

○
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
ト
ラ

ク
タ
ー
購
入

50
馬
力(

中
古)

１
台  　
70
万
円　
　
　
　
　
　

○
ド
ロ
ー
ン
操
縦
に
係
る
資
格
取

得
講
習

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
拡
大
に
対
応

す
る
た
め
広
域
か
つ
安
全
に
監
視

可
能
な
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
。

事
業
費　

 　
　
49
万
７
４
０
０
円

○
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
の
取
組

・
浜
焼
き
販
売
事
業
実
施
報
告

　

風
車
祭
り
会
場
に
て｢

浜
焼
き

セ
ッ
ト｣

を
販
売
し
地
元
水
産
業

の
ＰＲ

・
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
５｢

苫
前
漁
港
港

内
蓄
養
実
証
事
業｣

が
優
良
賞
を

受
賞

・
今
後
の
取
組
は
水
産
物
ＰＲ
、
販

路
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
。

・
苫
前
漁
港
新
規
整
備
計
画
の
概
要

令
和
６
年
度
～
令
和
１５
年
度

事
業
費　
　
　

  　
96
億
５
千
万
円

 

議
会
広
報
研
修
会

 
医
療
対
策
特
別
委
員
会

日
時　
令
和
７
年
８
月
19
日

場
所　
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

講
師　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
芳
野　
政
明　
氏

演
題　
議
会
の
「
見
え
る
化
」
＆

　
　
住
民
と
の
「
信
頼
築
く
」
議

　
　
会
広
報
の
基
本
と
編
集

９
月
２
日

○
各
観
光
施
設
の
現
状
及
び
今
後

の
改
修

○
令
和
６
年
度
教
育
委
員
会
事
務

事
業
の
点
検
評
価

○
緑
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
等
の

改
修

　

リ
フ
ト
装
置
の
入
れ
替
え
と
機

械
室
建
屋
の
改
修
（
２
ヵ
年
）

事
業
費　

  　
７
３
７
１
万
１
千
円

○
地
域
医
療
対
策

・
苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損

失
補
償
金　

  
６
２
８
５
万
２
千
円

・
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
取
得
価
格

の
変
更

変
更
後  

２
億
３
３
１
１
万
９
千
円  

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

日
時  

令
和
７
年
７
月
８
日
～
９
日

場
所　
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
セ
ン
タ
ー

講
師　
西
南
学
院
大
学
法
学
部

　
　
　
教
授　
勢
一　
智
子
氏

演
題　

地
方
議
会
に
お
け
る
議
員

の
多
彩
化
に
向
け
て
（
地
域

社
会
の
鏡
と
し
て
の
議
会
を

考
え
る
）

講
師　
人
口
戦
略
会
議

　
　
　
副
議
長　
増
田　
寛
也
氏

演
題　
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜

　
　
く
た
め
に

 

留
萌
管
内
町
村
議
会

 

議
員
研
修
会

日
時　
令
和
７
年
８
月
29
日

場
所　
遠
別
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官

　
　
　
　
　
新
田　
一
郎　
氏

演
題　
地
方
行
政
の
課
題

 

友
好
姉
妹
都
市
三
重
県

 

桑
名
市
議
会
議
員
来
町

　

本
町
の
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る

桑
名
市
の
市
議
会
議
員
９
名
が
８

月
28
日
に
研
修
の
た
め
来
町
し
、

と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
本
町

と
の
交
流
を
深
め
た
。

 

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・
編
集

作
業

９
月
19
日

10
月
３
日

10
月
７
日

完成間近の苫前クリニック完成間近の苫前クリニック

研修を受ける議員研修を受ける議員

友好を深めた桑名市議会議員友好を深めた桑名市議会議員
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９
月
に
入
っ
て
も
本
州
で
は
夏

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
北
海
道

は
秋
ら
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
本
町
は
稲
刈
り
作
業
の
真

最
中
で
豊
穣
の
秋
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

国
政
に
目
を
向
け
る
と
自
民
党

の
総
裁
選
挙
一
色
で
す
が
、
こ
の

議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の
手
に
届

く
頃
に
は
、
新
し
い
自
民
党
総
裁

が
決
定
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

誰
が
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
こ

の
物
価
高
の
世
の
中
を
変
え
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
私
に
と
っ
て

は
東
京
で
開
催
し
て
い
る
「
世
界

陸
上
」
を
毎
日
観
て
い
る
た
め
寝

不
足
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
ご
と
に
寒
く
な
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
文
責　
田
沢　
收

編
集
後
記

 
第
２
回
議
会
臨
時
会

７
月
１
日

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

補
正
額　

       　
   

３
８
０
万
円

＊
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　
北
海
道
の
道
路
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
高
規
格
道
路
に
お
け
る

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
に
伴
う
交
通
障
害
、
幹

線
道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
交
通

事
故
、道
路
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し
、
人

流
・
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
生
産

性
向
上
及
び
国
際
競
争
力
の
強

化
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規

模
災
害
に
備
え
た
強
靱
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
道
路
網
の

整
備
や
老
朽
化
対
策
な
ど
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
定
し

た
除
排
雪
体
制
の
確
保
な
ど
冬
期

間
の
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
方
財
政
が
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
ま
た
資
材
単
価

の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対

応
す
る
中
で
も
、
道
路
整
備
・
維

持
管
理
を
進
め
る
た
め
の
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

 

第
３
回
議
会
臨
時
会

７
月
23
日

○
財
産
の
取
得

取
得
財
産　

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
棟
別
棟

取
得
方
法　

譲
渡
特
約
付
賃
貸
借
契
約

賃
貸
借
期
間　

令
和
８
年
４
月
～
令
和
18
年
３

月
（
10
年
間
）

賃
貸
借
金
額

　
月
額　

 

２
７
６
万
８
７
０
０
円

契
約
相
手　

　

札
幌
市　

三
菱
電
機
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

　
北
海
道
支
店

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

補
正
額        　
１
１
９
万
５
千
円

＊
中
体
連
出
場
事
業
補
助
金

○
物
品
売
買
契
約
の
締
結

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業（
電

気
柵
）

数
量　

   　

     

３
１
、３
３
０
ｍ

方
法　
指
名
競
争
入
札

金
額　

 　

   

１
７
０
８
万
１
千
円

相
手　
JA
る
も
い
苫
前
基
幹
支
所

 
第
４
回
議
会
臨
時
会

８
月
18
日

○
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
に
係
る
分
担
金
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

内
容　
分
担
金
の
額
を
事
業
費
の

　
　
３
１
５
分
の
35
に
変
更

　

分
担
金
の
納
入
時
期
を
供
用
開

始
時
に
一
括
徴
収
に
変
更

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

補
正
額 

４
億
４
６
６
８
万
２
千
円

＊
力
昼
地
区
・
九
重
地
区
移
動
通

信
用
鉄
塔
施
設
整
備
設
計
監
理
委

託
料
、
工
事
費
、
備
品
購
入
費

＊
中
体
連
出
場
事
業
補
助
金

意
見
書

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

［
提
出
先
］　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
財
務

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
国
土
強

靭
化
担
当
大
臣

老朽化が著しい国道２３９号線老朽化が著しい国道２３９号線


